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二
二
二

如
浄
会
下
の
道
元
禅
師

-
身

心
脱
落
と
面
授
-

佐

藤

秀

孝

道
元
禅
師

(
一
二
〇
〇
-
一
二
五
三
)
(以
下
、
単
に
道
元
)
の
在

宋

中

の
動
静
に
関
し
て
は
、
古
写
本
史
料

の
出
現
な
ど
か
ら
問
題
点
が
複
雑

と
な
り
、
多
く
の
研
究
者
が
種

々
に
取
り
上
げ
て
は
い
る
が
、

い
ま
だ

決
着
を
み
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

本
考
で
は
天
童
如
浄

(
一
一

六
二
-
一
二
二
七
)
へ
の
参
学
後

の
動
向
、

と
く
に
身
心
脱
落

の
時
期
と

面
授
と
の
関
係
を
中
心
に
私
な
り
の
解
釈
と
仮
説
を
な
し
て
み
た
い
。

従
来
、

道
元
が
如
浄
に
参
じ
た
の
は
、
宝

慶

元
年

(
一
二
二
五
)
五

月

一
日
の
面
授
時
と
い
う
こ
と
で
問
題
は
な
か

つ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ま

で
如
浄
の
天
童
山
入
寺
が
宝
慶
元
年
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
定

説
が
存
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、

道
元
に
関
す
る
古
写
本

史
料

の
発
見
や
鏡
島
元
隆
氏
の

『
天
童
如
浄
禅
師
の
研
究
』
な
ど
如
浄

に
関
す
る
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
如
浄

の
天
童
山
入
寺
が
そ
の
前
年

で
あ
る
嘉
定

一
七
年

(
一
二
二
四
)
秋
七
月
か
八
月
の
頃
で
あ

る

こ
と

が
確
定
し
た
。
す
で
に
伊
藤
秀
憲
氏
に
よ
り
、
道
元
が
如
浄
に
参
じ
た

の
も
こ
の
時
点
か
ら
で
あ
る
と
い
う
新
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

古
写
本

『建
蜥
記
』
な
ど
古
伝
は
、
大
慧
派
の
無
際

了

派

(
一
一
四

九
-
一
二
二
四
)
の
示
寂
で
道
元
が
落
胆
し
て
い
る
時

に
、
寧

宗

の
請

状
に
よ
り
希
代
不
思
議
に
も
如
浄
が
天
童
山
に
入
寺
し
た
た
め
、
そ

の

下
で
参
学
す
る
よ
う
に
な

つ
た
と
す
る
。
な
ら
ば
諸
山
歴
遊
は
そ
れ
以

前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ

「
嗣
書
」

の
巻
に
い
う
宝
慶

の
頃
に

天
台
山
や
雁
蕩
山
に
歴
遊
し
た
と
す
る
記
事
が
問
題
で
は
あ
る
が
、
夏

安
居
の
制
中
を
念
頭
に
し
て
も
三
月
末
以
前
に
は
天
童
山
に
戻

つ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
面
授
を
初
相
見
と
解
す
る
な
ら
、
宝
慶
元

年
五
月

二
日
ま
で
実
に
前
年

の
閏
八
月
を
含
め
て

二
一
ヶ
月
、
約

二
月

も
の
間
、
道
元
は
如
浄
に
参
じ
な
か
つ
た
こ
と
に
な

つ
て
し
ま
う
。

訂
補
本

『
建
衡
記
』
は
こ
の
間
の
矛
盾
を
都
合
の
よ
い
よ
う

に
改
変

し
て
お
り
、
道
元
の
記
述
と
も
合
致
さ
せ
て
い
る
が
、
無
際
了
派
や
径

山
の
漸
翁
如
瑛

(
一
一
五
一
-
一
二
二
五
)
の
示
寂
の
年
時
が

は

つ
き
り

と
確
定
で
き
、

如
浄

の
入
寺
も
定
ま

つ
た
今
日
の
研
究
上
、
古
写
本

の

記
述
は
き
わ
め
て
史
実
に
近
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
私
も
伊
藤
氏
と
同
じ
く
嘉
定

二
七
年
か
ら
の
参
随
説

を
採
り
た
い
が
、
少
な
く
と
も
宝
慶
元
年
三
月
末
に
は
道
元
は
天
童
山
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の
如
浄

の
会
下
に
あ

つ
た
は
ず
で
あ

る
。
『洞
谷
記
』

に

は
、
「浄
老

作
ご天
童
之
主
一来
。
未
二参
見
、
宿
疑
頓
釈
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
、

入
室
以
前
に
道
元
が
宿
疑
を
解
決
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

宝
慶
元
年
夏
安
居
か
ら
そ
の
直
後

の
道
元
の
行
動
を
挙
げ
て
み
る
な

ら
、
「面
授
」
の
巻
に
五
月

一
日
の
面
授
相
見
が
な
さ
れ
、
「
仏
祖
」
の

巻
に
夏
安
居
中
の
仏
祖
礼
拝

の
行
事
が
あ
り
、
『
明
全
和
尚
戒
牒
奥
書
』

に
五
月

三
八
日
の
明
全

(
一
一
八
三
-
一
二
二
五
)
の
示
寂
か
ら

同
二
九

日
の
茶
毘
ま
で
の
行
動
が
あ
り
、
「仏
性
」
の
巻

や

『
宝
慶
記
』
に
は

夏
安
居
中

の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
の
晦
巌
大
光
の
下

へ
の
来

訪

が

あ

り
、
『
宝

慶
記
』
に
如
浄
と
の
書
簡
の
や
り
取
り
と
七
月
二
日
か
ら
の

入
室
の
記
事
が
記
さ
れ
、

『
日
本
国
千
光
法
師
祠
堂
記
』
に
八
月
九
日

の
修
職
郎
監
臨
安
府
都
税
務
の
虞
樗
の
撰
が
あ
り
、
そ
れ
以
前

に
は
明

全
の
記
事
を
収
め
る
べ
く
道
元
が
虞
樗
に
依
頼
し
て
い
る

は
ず

で
あ

る
。
そ
し
て

『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
や

「
授
覚
心
戒
脈
」
に
み
る

九
月

一
八
日
の
伝
戒
が
な
さ
れ
て
い
る
。
き
わ
め
て
あ
わ
た
だ
し
い
動

き
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
如
浄
と
の
面
授

・
入
室

・
伝
戒
が
着
実
に
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
間
、
必
ず
し
も
夏
安
居
中
に
天
童

山
に
留
ま

つ
て
い
た
わ
け
で
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
お
そ

ら
く
明
全

の
示
寂
と
関
わ
り
あ
う
特
別
処
置
で
あ

つ
て
、
仏
舎
利
信
仰

の
霊
場
で
あ
る
阿
育
王
山

へ
の
来
訪
は
異
例
と
い
つ
て
よ
く
、
明
全

の

茶
毘
後
の
行
動
で
あ

つ
た
と
み
ら
れ
る
。

で
は
、

五
月

一
日
の
面
授
と
は
い
つ
た
い
何
で
あ

つ
た
の
か
。
伊
藤

氏
は

『
御
遺
言
記
録
』
(永
平
室
中
聞
書
)
な
ど
に
よ
り
、
面
授

に

お

け
る

「
は
じ
め
て
」
を
特
別
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
単
な
る
初
相
見

で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
道
元
は
五
月

一
日
の
面
授
を
在
宋
中
で

も

っ
と
も
印
象
深
い
出
来
事
と
し
て

「
面
授
」

の
巻
に
語

つ
て
い
る
。

な
ら
ば
こ
の
時

の
面
授
を
詮
慧
や
経
豪
は
ど
う
解
し
て
い
る
か
。

・
先
師
永
平
寺
大
和
尚
、
面
授
の
儀
を
前
後
に
あ
げ
ら
る
。
こ
れ
、
は
し
に

は
た
だ
面
授
の
次
第
を
つ
ら
ね
ら
れ
て
、
奥
に
は
悟
道
の
時
節
を
さ
さ
る

敷
。
所
詮
、
悟
道
を
か
か
る
年
紀
月
日
、
又
こ
れ
を
用
ふ
。
大
宋
宝
慶
元

年
乙
酉
五
月

一
日
。
(詮
慧

「聞
書
」)

・
如
文
、
堂
奥
を
聴
許
せ
ら
る
と
は
、
只
堂
中
、
若
は
方
丈
の
内
外
な
む
と

を
縦
横
に
出
入
あ
ら
む
す
る
に
て
な
し
、
只
不
嫌
時
刻
、
任

心
法
訪
事

を
、
堂
奥
を
聴
許
す
る
と
は
云
也
。
身
心
を
脱
落
す
る
に
と

は
、
故
方

丈
、
天
童
に
相
見
悟
道
の
御
詞
、
参
禅
者
身
心
脱
落
と
云
な
り
。
其
を
い

ま
被
書
載
鰍
。
(経
豪

「御
抄
」)

両
者
と
も
推
測
な
が
ら
、
五
日

一
日
の
面
授
相
見
を
悟
道
の
時
節
と

同

二
時
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
は
こ
れ
を
面
授
の
初
相
見
で
脱

落
の
境
が
す
で
に
現
成
し
て
い
た
と
み
る
の
で
あ
り
、
単
に
初
相
見
の

重
み
を
脱
落
の
こ
と
ば
で
述
べ
た
も
の
と
し
て
解
さ
れ
て
い
た
。

二
般
に
は
道
元
の
身
心
脱
落

(叱
陀
時
脱
落
)
は
、
こ
の
面
授
時
と
は

別
の
時
点
で
の
こ
と
と
解
さ
れ
て
お
り
、
面
授
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、

道
元
に
は
身
心
脱
落
の
機
縁
は
な
か
つ
た
と
す

る
新
説
も
出
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、

中
国
禅
者
で
あ
る
如
浄
が
大
悟
も
し
な
い
道
元
を
初
相
見

如
浄
会
下
の
道
元
禅
師

(佐

藤
)
 

二
二
三
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如
浄
会
下
の
道
元
禅
師

(佐

藤
)
 

二
二
四

の
み
で
印
可
す
る
こ
と
は
認
め
が
た
い
。
如
浄
が
日
頃
か
ら
上
堂

・
小

参

の
折
は
も
ち
ろ
ん
、
僧
堂
で
の
坐
禅
時
に
も
拳
頭
と
と
も
に
身
心
脱

落
の
言
を
語

つ
て
い
た
こ
と
は
、
草
稿
本

「大
悟
」
の
巻
な
ど
に
よ

つ

て
わ
か
り
、
道
元
も
は
や
く
か
ら
大
衆

の
二
人
と
し
て
こ
の
語
を
聞
い

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

身
心
脱
落

の
機
縁
は
、
『
三
大
尊
行
状
記
』
な
ど
の
伝
記
史
料

に
載

る
の
み
で
あ
る
が
、
「面
授
」
の
巻
の

『
聞
書
』
や

『
御
抄
』

の
解
釈
、

『
永
平
広
録
』
巻
二
の

「騰
八
成
道
会
上
堂
」

の

「
一
由
レ聞
二得
天
童

脱
落
話
、
而
成
ニ
仏
道
こ

の
言
、
『御
遺
言
記
録
』

の

「先

師

大

悟

因

縁
、
依
ご
身
心
脱
落
話
、
柳
得
力
」

の
言
な
ど
か
ら
、
道
元
が
如
浄
の
身

心
脱
落
の
語
を
聞

い
て
悟
道
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。

「面
授
」
の
巻
を
素
直
に
読
め
ば
、
わ
ず
か
に
身
心
脱
落
し
て
、
面

授
を
保
任

で
き
た
と
す
る
の
で
あ
り
、
霊
山
拮
華
や
嵩
山
得
髄
に
も
比

せ
ら
れ
る
身
心
脱
落
が
先
に
あ
り
、
面
授
相
見
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な

ろ
う
。
釈
迦
牟
尼
仏
が
摩
詞
迦
葉

に
面

授

し

て

「
吾
有
二正
法
眼
蔵
、

附
一嘱
摩
詞
迦
葉

一」
と
語

つ
た
の
は
、
初
相
見
の
多
子
塔

前

で

は

な

く
、
霊
山
会
上
の
拮
華
微
笑
の
際
で
あ
り
、
嵩
山
で
菩
提
達
磨
が
二
祖

慧
可
に
面
授
し
て

「
汝
得
二吾
髄
こ

と
示
し
た
の
も
、
慧
可
断
壁

の
初

相
見
で
は
な
く
、
礼
拝
得
髄
し
た
時

の
印
可
の
言

で
あ

つ
た
。
黄
梅
山

で
五
祖
弘
忍
が
六
祖
慧
能
に
伝
衣
し
た
の
も
、
嶺
南
仏
性
の
初
相
見
で

は
な
く
、

伝
法
偶
を
経
て
後
の
三
更
の
付
法
相
承
の
時
点
の
こ
と
で
あ

る
。
洞
山
良
紛
に
お
け
る
面
授
が
何
を
意
味
す
る
か
は
明
確
で
は
な
い

が
、
少
な
く
と
も
先

の
三
例
を
こ
こ
に
当
て
は
め
る
と
す
れ
ば
、

い
ま

い
う
面
授
と
い
う
表
現
も
単
な
る
初
相
見
を
意
味
す
る
こ
と
ば
で
は
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
。
得
法

の
事
実
を
背
景
に
な
さ
れ
た
師
と
弟
子
の
悟

道
印
可
の
儀
式

こ
そ
面
授
で
は
な
か

つ
た
の
か
。

し
た
が

つ
て
、
道
元
は
面
授
し
た
時
点
で
身

心
脱
落
し
た
の
で
は
な

く
、
身
心
脱
落
し
た
か
ら
こ
そ
妙
高
台
で
如
浄

と
の
面
授
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
面
授
を
初
相
見
と
解
し
た
が
た
め
に
、
面
山
瑞
方

(
一
六

八
三
-
一
七
六
九
)
は
古
写
本

『
建
揖
記
』
を
大
幅
に
改
訂
し
て
訂
補
本

『建
衡
…記
』
を
作
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
ま
た
面
山

の
宗
学

そ
の
も
の
、
た
と
え
ば
未
悟
嗣
法
の
問
題
な
ど
、
江
戸
宗
学
の
根
本
に

関
わ
る
大
事
で
も
あ

つ
た
わ
け
で
あ
る
。

叱
陀
時
の
身
心
脱
落
と
面
授
相
見
は
か
な
り
近
時
の
間
に
な
さ
れ
た

出
来
事

で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
前

日
の
五
更
の
坐
禅
の
時

に
身
心
脱
落
の
機
縁
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
五
月

一
日
の

方
丈
妙
高
台
で
の
印
可
と
面
授
が
な
さ
れ
た
の
で
は
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
面
授
時
脱
落
で
は
な
く
、
脱
落
時
面
授
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
道
元
自
身

は
自
ら
の
身
心
脱
落
の
機
縁
を
何
ら
具

体
的
に
は
伝
え
て
い
な
い
。
待
悟
為
則
の
立
場

で
身
心
脱
落
が
と
ら
え

ら
れ
る
こ
と
を
嫌

つ
て
、
悟
り
の
機
縁
を
む
や

み
に
書
き
記
さ
な
か

つ

た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
し
た
が

つ
て
、
道
元
の
身

心
脱
落
の
機
縁
が
、
伝

記
史
料

の
通
り
で
あ

つ
た
か
否
か
に
は
問
題
も
残
ろ
う
。

道
元
は

『
御
遺
言
記
録
』
に
お
い
て
、
伝
法
以
後

は
威
儀
を
具
せ
ず
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に
自
由

に
入
室
す
る
と
い
う
こ
と
を
義
介

(
一
二
一
九
-
一
三
〇
九
)
に

伝
え
て
い
る
。
当
然
、
如
浄
と
道
元
の
場
合
も
同
様
で
あ

つ
た
は
ず
で

あ
る
。
な
ら
ぽ
、
『宝
慶
記
』
冒
頭
の
道
元
の
上
覆
文
と
如
浄

の
返

答

文
は
、
単
な
る
参
随
を
願
う
書
面
の
や
り
取
り
で
は
な
く
、
身
心
脱
落

と
面
授
相
見
を
経
た
後

の
、
入
室
に
関
す
る
両
者
の
儀
礼
上
の
書
簡
で

あ

つ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
な
け
れ
ば
、
道
元
が
自
ら

「時
侯
に
関
わ

ら
ず
威
儀
を
具
せ
ず

に
方
丈
に
上

つ
て
質
問
し
た
い
」
と
い
う
不
遜
と

も
と
れ
る
表
現
は
し
な
か

つ
た
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
、
問
題
は

『
宝
慶
記
』
を
ど
う
解
す
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
。

内
容
的
に
二
見
、
初
歩
的
と
も
と
れ
る
質
問
や

「身

心

脱

落

者
、

如

何
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
身
心
脱
落
以
前
の

記
事
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
強
い
。
し
か
し
、
道
元
の
質
問
は
す
で
に

あ
る
程
度
、
如
浄

の
答
え
を
予
想
し
て
な
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
身

心
脱
落

し
て
入
室
を
許
さ
れ
た
道
元
が
、
如
浄

の
中
に
古
仏
の
風
光
を

垣
間
見

ん
と
し
た
記
録
こ
そ
、
『宝
慶
記
』
で
は
な
か
つ
た

の
か
。
理

と
し
て
は
道
元
に
は
解
決
さ
れ
て
い
て
も
、
現
実

の
修
行

の
面

で
そ
れ

を
ど
う
実
践
し
て
い
く
か
が
問
題
で
あ

つ
た
の
か
。
道
元
は
自
身

の
徹

底
し
た
納
得
の
た
め
に
、
す
べ
て
に
お
い
て
如
浄

の
点
検
が
欲
し
か

つ

た
。
ど
ん
な
些
細
な
初
歩
的
と
も
み
え
る
問
答
も
、
必
要
な
ほ
ど
周
到

な
貴
重
な
古
仏
と
の
対
話
で
あ

つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

広
福
寺
本

『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
の
奥
書
や
泉
福
寺
本

「
授
覚

心
戒
脈
」
の
ほ
か
、
古
写
本

『
建
衡
記
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
道
元
は
宝

慶
元
年
九
月

二
八
日
に
如
浄
よ
り
伝
戒
、
す

な
わ
ち
中
国
曹
洞
宗
伝
来

の

「
仏
祖
正
伝
菩
薩
大
戒
」

の
相
承
を
得
て
い
る
。
伝
戒
は
伝
法
を
許

さ
れ
た
人
に
し
て
、
は
じ
め
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
先

の
身
心

脱
落
や
仏
祖
礼
と
し
て
の
面
授
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
た
厳
粛
な
儀
式

で
あ
る
。
そ
ん
な
道
元
に
し
て
、
な
お
宝
慶

三
年

(
一
二
二
七
)
夏

ま

で
の
如
浄

へ
の
随
侍
が
必
要
で
あ

つ
た
。
道
元
は
ま
さ
に
悟
上
得
悟
を

実
践
し
、
身
心
脱
落
後

の
入
室
を
も
重
ん
じ
た
禅
者
で
あ

つ
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
こ
に
曹
洞

の
綿
密
な
学
風
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
述
べ
た
身
心
脱
落
と
面
授
に
関
す
る
見
解
は
、
い
ま
だ
史
料

的
に
乏
し
く
、

一
つ
の
推
測

・
仮
説
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は

宗
学
上
、
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
。
身
心
脱
落
を
ど
う
と
ら

え
る
か
、
仏
祖

の
面
授
と
は
何
な
の
か
。
単
な
る
初
相
見
で
は
な
く
、

目
の
当
た
り
に
師
が
法
門
を
授
け
、
弟
子
が
受
け
る
高
次

の
意
味
で
は

な
い
の
か
。
も
ち
ろ
ん
待
悟
為
則
を
否
定
し

つ
つ
、

一
回
限
り
の
脱
落

に
終
わ
ら
ず
、

つ
ね
に
新
た
に
身
心
脱
落
し
続
け
る
、
仏
祖
向
上
事
の

連
続
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
面
も
道
元
に
は
存
す
る
。
た
だ
、
従
来
い

わ
れ
て
い
る
初
相
見
で
法
門
が
現
成
し
、
そ
れ
の
み
で
す
べ
て
が
完
結

円
成
し
て
い
る
と
す
る
立
場
は
、
安
易
な
宗
学
に
陥
り
や
す
い
面
な
し

と
し
な
い
。
道
元
に
お
け
る
面
授
の
も

つ
意
義
を
い
ま

一
度
、

問
い
直

し
て
み
た
い
の
が
、
今
回
の
論
考
で
あ
る
。

(註
略
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
如
浄
と
道
元

・
身
心
脱
落

・
面
授
(新
潟
県
少
林
寺
住
職
)

如
浄
会
下
の
道
元
禅
師

(佐

藤
)
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